
 
～若年性認知症の本人の声から自身の事業所を見つめなおす～ 

 

１．ねらい 

若年性認知症の本人が尊厳を持ってよりよい生活を送るためには、円滑な対応と

支援が図られるよう身近な市町や圏域における体制づくりが欠かせません。 

今回の研修では、若年性認知症の当事者である藤田和子さんのお話と県内の実践

事例を通じて、就労支援、デイサービス等の日中の居場所・活動の場づくりを切り

口に、本人の社会参加、生きがいについて考えるとともに、本人の力を生かすため

の考え方や工夫、改善点を学び、参加者それぞれが取り組めることを考えます。 

 

２．日 時   平成 27 年 12 月 12 日（土） 13：20～16：30 

３．場 所   兵庫県看護協会 ２階 ハーモニーホール  
    （〒65０-0011 神戸市中央区下山手通5‐6‐24 ※裏面地図参照） 

４．対 象   介護保険サービス、障害福祉サービスの居宅系・通所系事業所の職員      

市町社協職員、地域包括支援センター職員                  

市町行政職員 

５．主 催  兵庫県社会福祉協議会、兵庫県宅老所・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾊｳｽ連絡会 

６．プログラム 

13：20 開  会    ※受付 12：50～ 

 

13：30 

 

【講  演】 

「地域の拠点としての事業所であるために 

～若年性認知症の本人の声から自身の事業所を見つめ直す～」 

（特）若年性認知症問題にとりくむ会 クローバー 

副理事長 藤田 和子 氏 、川口 寿弘 氏（藤田さんのパートナー） 

14：30 休  憩 

 

14：45 

 

【実践報告】（予定） 

「本人・家族のための地域の拠点づくり」 

報告 1：大谷 友比古 氏【宝塚市】（若年性認知症支援連絡会 ひよこの会 代表） 

報告 2：彌重 卓志 氏【大阪市】（元デイサービスセンター 管理者） 

報告 3：ひょうご若年性認知症生活支援相談センター   

16：30 終  了 

 

 

                  

 

 

 

【藤田和子さんプロフィール】 

看護学校卒業後、看護師として 9 年間勤務。 

2007 年               6 月                             若年性アルツハイマー病と診断され、退職。 

2010 年 11 月 若年性認知症問題にとりくむ会「クローバー」設立。 

2011 年 11 月 鳥取市差別のない人権尊重の社会づくり協議会委員。 

2014 年 10 月 日本認知症ワーキンググループ結成。共同代表に就任。 

昨年好評だった 

藤田和子さん 

アンコール企画です！ 
 



 

 

７．申込方法 下記の「参加申込書」により FAX にてお申し込みください。 

※参加通知は送付いたしません。 

         ※定員を超えた場合、参加をお断りすることがありますので、ご了承ください。 

                            申込締切：平成２7 年 12 月 2 日（水） 

８．お問合わせ・申し込み先 

兵庫県社会福祉協議会 

ひょうご若年性認知症生活支援相談センター（島袋・安並） 

〒651-0062 神戸市中央区坂口通 2-1-1 兵庫県福祉センター内 

TEL：078-242-0601  FAX：078-242-0297 

 

９．会場へのアクセス 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年性認知症支援担当者研修 参加申込書 

≪申込み先ＦＡＸ番号 ０７８-２４２－０２９７≫ 
※会場の都合上、定員を上回った場合、お断りする場合がありますので予めご了承ください。 

参加をお断りする場合は、ご連絡いたします。 

ふりがな    

氏 名 
   

電話番号  
  

FAX 番号  
  

所 属 

（市町名） 

 

 

 

（       ）市・町 

 

 

 

（       ）市・町 

 

 

 

（       ）市・町 

職 名    

[JR] 元町駅 下車 
 → 山手へ徒歩 8分 
[地下鉄] 県庁前駅 下車 
 → 徒歩 2分 

 
※会場には駐車場はございま
せん。 
原則として公共交通機関を
ご利用ください。 



 

 

 

 


